吉林雾凇导游词的日语翻译
観光客の皆様、こんにちは、まずは皆様のご来訪を心から歓迎いたします。今日は光栄にもガイドとして吉林樹氷を見学させていただきます。
【四大自然の奇観】
真冬の時、北国の大地は氷で覆われていますが、吉林市では童話のような美しい景色に出会うことが多いです。それは黄山の雲海、泰山の日の出、銭塘の潮流とともに中国四大自然の奇観となった吉林樹氷(一説によると桂林山水、雲南石林、長江三峡)です。昨夜の十里の堤防はまだ寒風の中で揺れていましたが、今日は「一夜の春」の夜の間、松花江両岸の堤防の上は夢のような世界になりました。
【種類?形成条件】
樹氷の通称は樹氷で、わが国は世界で初めて樹氷を記録した国です。紀元前、『春秋』に樹氷の記載があり、「樹稼」と呼ばれ、南北朝の時に「字林」は「寒気が凍って玉のように凍り、寒気が凍って玉のように氷結して、(xiēn)が消えることを見て、齊魯は樹氷といいます。これは1500年以上前に出現した「樹氷」という言葉です。後にまたいくつかの呼び方があって、すべて樹氷を指します。
【形成原理】
吉林樹氷はどのように形成されましたか?友達に樹氷の形成原因を紹介します。
吉林市街区から川にさかのぼると、有名な豊満水力発電所で、ダム以上で、有名な国家級景勝地の松花湖です。冬になると、松花湖の湖面は鏡のように見えますが、氷の下の数十メートルの水域にあります。湖水は水力タービンから流れ出し、水温と地面温度は常に30℃ぐらいで、松花江の何十里も凍らない光景を形成しました。水面からわき出して水気を立て、川全体に霧が立ちこめて、久しく消えない。一定の温度、風向きなどの条件の下で霧が冷たくなると樹氷になります。
【観賞3段階】
樹氷を観賞して、主に3つの時間帯に分けて、つまり夜は霧を見て、朝は掛かりを見て、近くの午まで落花を観賞します。
【夜見霧】
夜見霧とは、樹氷が形成される前夜に川に現れる霧を見ることです。夜十時ごろ、松花江では初めから続いて霧が立ち込めていましたが、だんだん深くなりました。大団の白霧は川の面からもうもうと湧き上がってきました。ネオンの流れるあずまややや楼閣の岸は霧の中でこんがらかっています。
【朝見掛】
朝は掛けを見ます。早起きして木のつるを見ます。冬の太陽がゆっくりと昇ってくると、松花江両岸の十里江堤は樹氷でいっぱいになりました。一本の株、一つの列、一つの条。人々を童話のような世界に連れてきた。
1991年1月9日に吉林市に視察に来て、樹氷を観賞する時、詩の4つを詠みます。「寒江雪柳、玉樹瓊花、吉林樹掛、名に恥じない」の句
【近くの昼下がりに花を見に行く】
じゃ、近い昼まで花を見に行きますか?
樹氷が落ちた時の様子を見るということです。普通は午前9時以降で、日光、そよ風の作用の下で、樹氷は一枚ずつ落ち始めて、続いて串刺しになって下に下ろすので、飛び散る霧氷は人々の肩の上に落ちて、1回の特色があります。
【クリーン機能】
樹氷は人に美しい感銘を与えるだけでなく、同時に多くの独特な機能を持っています。
人々は樹氷を鑑賞する時、空気が格別に清新であることを感じます。これは樹氷のためです。空気中に大量の微塵があり、空気を浄化する役割を果たしています。
樹氷は都市消音器の役割も持っています。樹氷の結晶構造は結晶構造が緩み、密度が小さいからです。音波反射率が低いので、消音器の役割を果たし、騒がしい都市に静かを与えました。
【樹氷島】
吉林に有名な樹氷観賞区の樹氷島があります。樹氷島は吉林市竜潭区烏拉街満族鎮韓屯村に位置しています。市街地から30Km以上離れています。小島の周りには水が含まれています。天然の島です。特殊な地理位置のため、冬の樹氷島の美しい自然、遠くから眺めると、心を込めて黙っている少女のように、霧の中から歩いてきます。特別な地理的位置と魅力的な景色は毎年樹氷島に多くの写真愛好者を引きつけています。
樹氷島の韓屯村は満族の村落で、島の住民はここで300年余り生活しました。今でもたくさんの満式の庭があります。
樹氷島の樹氷は普通午後3時以降に落ちます。疲れた人たちは東北の火のオンドルに座って、伝統的な鍋料理を味わっています。
【近年の実績】
1991年から、吉林市の政務は樹氷の美しい景色を媒介として、「中国?吉林国際樹氷氷雪節」を開催しました。1995年、第5回「中国?吉林国際樹氷氷雪節」の制作のセットは2枚の中国吉林樹氷切手で、現在は全世界の100余りの国家と地区で発行されています。同時に樹氷を主とする題の書道、撮影、冬季競技の竜舟などは樹氷氷氷雪節に多くの文化内包を加えました。
【結語】
霧氷の奇景を見て、民族の風情を鑑賞して、風味の美食を味わって、満族の人と歌を歌ってダンスをしてきっとあなたをこの旅に数え切れないことができます。
